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イノベーションは、研究所だけが発信地ではありません。

それは技術革新にとどまらず、もっと広く社会に影響を

与えるものなのです。そして「知的創造」する人間こそ、

イノベーションの“主役”といえます。ここで欠かせない

のは、リーダーの持つ「実践的な知恵と知識や経験」の

伝承・発展です。iSUCでは、先駆者・革新者・挑戦者たち

の事例をセッションで聞いて学ぶだけでなく、共に3日間

過ごすことで、リーダーたちと共に学び育つ＝“共育”の

貴重な機会を体験できます。自分のポテンシャルを、

iSUCに参加することで引き出しませんか。

イノベーションは、まず自分の心から。

自分が変わる、会社が変わる、

日本が変わる、世界が変わる。

2007年
7月9日（月） 9：00

10月5日（金）18：00

60,000円
大会参加費、1日目夕食、2・3日目昼食代を含む

特別割引 50,000円
9月14日（金）18：00までお申込み分

申 込 期 間

参 加 費

2007年

10月24日─26日

グランシップ

wed. fri.

静岡コンベンション
アーツセンター

静岡市駿河区・JR東静岡駅前



iSUC（アイザック）とは
iSUCは、春のシンポジウムと並ぶ全国研の2大プログラムです。システム担当者をはじめ、一般ユーザーから経営者までをカバーする幅広い層を対象に、IT知識習得・自己研鑽の場として、
毎年数多くのユーザー研究会会員の皆さまにご参加いただき、大変ご好評をいただいています。「ユーザーの ユーザーによる ユーザーのための大会」というモットーのもと、100コマを
超えるセッション、IT展示会、参加者交流プログラムなどは、すべてユーザーの手で企画・運営されています。

3日間、
ぎっしり内容が詰まった
「技術研鑚」と「情報交換」の
コンファレンスです 主催／全国IBMユーザー研究会連合会

支援／日本アイ・ビー・エム株式会社

100コマを超える多彩なセッション
毎年好評の恒例セッションはもちろん、

iSUCでしか聞くことのできない最新

技術動向や貴重なユーザー事例、IT

トレンドなど、会期中、100コマを超え

る有益な“セッ
ション”が開催されます。また、
今年は一方的に話を聞くだけ

でなく、参加者同士で自由に

ディスカッションできるインタ

ラクティブな“わいわいセッ
ション”もご用意しますので、
積極的にご参加ください。

参加者同士の情報交換と交流も
「iES（Information Exchange Session：アイイーエス）」
は、初日の夜に開催される“全員参加型の情報交
換会”です。セッション講師やIBM役員も参加して、
立食パーティ形式のカジュアルな雰囲気の中で歓談で

きます。おひとりでご参加

の方でも、さまざまな業種、

職種の人と知り合いになれる

チャンスです。また、2日目に

は開催地・静岡研とコラボ

レーションした地元色豊か

なイベントも開催しますの

で、ご期待ください。

最新技術が体感できるiSUCモール
「iSUCモール」は、大会期間中、会場内に併設される
“IT展示会”です。セッションで知識を学んだら、
モールで最新のソリューションに触れてみませんか？

iSeries関連をはじめ、セキ

ュリティー、Web関連ソリ

ューションなど、数々の最新

技術やソリューションを出展

社のブースでじっくりとご覧

いただけます。
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◎セッションの内容が、すぐに業務に生かせる。
◎実際はどうなのかという、生のユーザー事例が聞ける。

◎日常業務では出会うことのない、
他社異業種の仲間との交流ができる。
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